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聞
一
多
「
天
安
門
」

は
じ
め
に

論
考

　
聞
一
多
（
一
八
九
九
｛
一
九
四
六
）
は
、
中
国
に
新
詩
が
生
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

れ
て
問
も
な
い
一
九
二
〇
年
代
に
、
新
詩
が
旧
詩
の
圧
倒
的
厚
み

に
対
抗
し
得
る
詩
的
言
語
た
り
得
る
た
め
の
方
法
を
極
め
て
自
覚

的
に
追
究
し
た
詩
人
と
し
て
知
ら
れ
る
。
そ
の
詩
業
は
主
に
、
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

冊
の
詩
集
『
紅
燭
』
（
一
九
二
三
）
、
『
死
水
（
よ
ど
み
）
』
（
一
九

（
3
）

二
八
）
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
詩
と
詩
論
の
紹
介
を
目
的
と
す

る
初
め
て
の
文
芸
副
刊
『
農
報
副
刊
・
詩
鏑
』
（
以
下
『
詩
鏑
』

（
4
）

と
略
）
を
徐
志
摩
と
共
に
創
刊
（
一
九
二
六
年
三
月
二
五
日
）
し
、

新
詩
の
創
作
・
理
論
を
リ
ー
ド
し
た
こ
と
も
大
き
な
功
績
に
挙
げ

ら
れ
よ
う
。

　
聞
一
多
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
多
く
の
詩
論
、
詩
人
論
が
書
か

栗
　
山

千
　
香

子

れ
て
い
る
が
、
作
品
自
体
の
分
析
は
十
分
に
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、

そ
の
詩
的
言
語
の
実
験
性
と
多
様
性
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
と

　
　
　
　
（
5
）

は
言
い
が
た
い
。
小
論
で
扱
う
「
天
安
門
」
も
、
意
欲
的
な
詩
的

言
語
が
試
み
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
正
面
か

ら
論
じ
ら
れ
た
こ
と
の
な
い
作
品
で
あ
る
。
一
九
二
六
年
三
月
二

七
目
に
『
農
報
副
刊
』
に
発
表
さ
れ
、
後
に
詩
集
『
死
水
』
に
収

め
ら
れ
た
こ
の
詩
は
、
魯
迅
が
「
民
国
以
来
も
う
と
も
暗
黒

＾
6
）

な
日
」
と
記
し
た
三
・
一
八
事
件
を
背
景
に
し
て
お
り
、
ま
た
人

カ
車
夫
の
独
白
体
を
用
い
俗
語
を
積
極
的
に
採
用
す
る
な
ど
、
聞

一
多
の
詩
の
中
で
も
独
特
の
色
調
を
有
し
て
い
る
。
朱
自
清
は
、

聞
一
多
の
詩
集
『
紅
燭
』
に
つ
い
て
「
比
楡
に
懲
り
」
「
中
国
の

典
故
を
好
ん
で
用
い
」
「
芸
術
至
上
の
感
じ
を
与
え
る
」
、
ま
た

『
死
水
』
に
つ
い
て
「
幽
玄
に
転
向
し
、
よ
り
厳
粛
」
「
い
く
ら
か
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（103）聞一多「天安門」論考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

李
賀
の
彫
琢
に
似
て
、
か
つ
そ
れ
を
超
え
L
と
評
し
て
お
り
、
そ

れ
は
聞
一
多
の
詩
的
言
語
の
主
な
特
徴
を
端
的
に
言
い
得
た
評
語

圭
言
え
よ
う
が
、
「
天
安
門
」
に
は
そ
れ
ら
と
は
少
し
異
質
な
言

語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
（
8
〕

　
　
天
安
門

好
家
伏
今
日
可
嚇
壊
了
我

　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

雨
條
腿
到
這
会
兄
還
唆
暁

礁
着
礁
着
都
要
追
上
來
了

　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
・

要
不
我
為
什
座
要
那
塵
胞

先
生
譲
我
喘
口
気
那
東
西

祢
没
有
礁
見
那
黒
漆
漆
的

没
脳
袋
的
騒
腿
的
多
可
伯

こ
ん
ち
く
し
ょ
う
、
今
目
と
一
い
う

今
日
は
ぶ
っ
た
ま
げ
た

こ
の
脚
め
、
ま
だ
が
た
が
た
い
っ

て
や
が
る

ほ
れ
、
ほ
れ
、
こ
っ
ち
ま
で
と
っ

つ
か
ま
っ
ち
ま
い
そ
う
で

で
な
き
ゃ
、
な
ん
で
こ
ん
な
ざ
ま

で
走
っ
て
来
る
も
ん
で
す
か
い

旦
那
、
ち
ょ
と
息
を
つ
か
せ
て
く

ん
な
せ
え
、
あ
ん
な
の

見
ま
せ
ん
で
し
た
か
い
、
あ
ん
な

首
穴
っ
里
…
の
だ
の

頭
の
な
い
の
だ
の
、
足
を
引
き
ず

っ
て
る
の
だ
の
、
お
っ
そ
ろ
し
や

還
擦
幌
着
白
旗
児
説
着
話
…

　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叩

這
年
頭
真
没
法
辮
祢
問
誰

　
　
　
　
　
　
l
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o

真
是
人
都
辮
不
了
別
説
鬼

還
開
会
粒
遺
不
老
実
点
児

祢
礁
都
是
誰
家
的
小
核
兄

　
　
　
　
　
　
甲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

不
纏
十
来
歳
児
鳴
幹
囑
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
？

脳
袋
瓜
上
不
是
使
槍
軋
的

先
生
聴
説
昨
日
又
死
了
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

管
包
死
的
又
是
優
学
生
椚

這
年
頭
兄
也
真
有
那
怪
事

白
旗
を
振
り
な
が
ら
何
か
し
ゃ
べ

っ
て
る
や
つ
も
い
ま
し
た
さ
ね

近
頃
ま
っ
た
く
な
づ
ち
ゃ
い
な
い
、

誰
が
で
す
っ
て
か
い
？

人
問
様
で
も
で
き
ゃ
し
な
い
の
に
、

幽
霊
に
で
き
ま
す
か
い

ま
た
集
会
だ
っ
て
？
　
ち
っ
と
は

お
と
な
し
く
し
て
た
ら
ど
う
な
ん

だほ
れ
、
ま
た
ど
こ
か
の
子
供
だ

や
っ
と
十
か
そ
こ
ら
で
し
ょ
う
、

ど
う
し
ち
ま
っ
た
の
・
か

頭
を
ぶ
ち
ぬ
か
れ
ち
ま
っ
た
ん
じ

ゃ
な
か
ろ
う
ね

旦
那
、
昨
日
だ
う
て
死
人
が
出
た

そ
う
で
す
ぜ

死
ん
だ
の
は
き
っ
と
ま
た
馬
鹿
な

学
生
に
ち
げ
え
ね
え

近
頃
ま
っ
た
く
わ
け
の
わ
か
ら
ね

え
こ
と
ば
か
り
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那
学
生
椚
有
的
喝
有
的
喫
1

噌
二
叔
頭
年
死
在
揚
柳
青

那
是
餓
的
没
法
兄
去
当
兵
1

誰
章
老
命
白
白
的
送
閻
王

喧
一
輩
子
没
撤
過
協
我
想

剛
灌
上
偏
子
児
油
一
整
勺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

悠
塵
走
着
走
着
礁
不
見
道

怨
不
得
小
禿
子
嚇
捧
了
魂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

勧
人
黒
夜
裏
別
走
天
安
門

得
就
算
噌
拉
車
的
活
倒
震

あ
の
学
生
た
ち
ゃ
、
飲
む
に
も
食

う
に
も
困
ら
ね
え
と
い
う
の
に

　
　
　
お
L
邑

お
れ
の
二
叔
な
ん
ぞ
去
年
楊
柳
青

で
く
た
ば
づ
ち
ま
っ
た
が

そ
り
ゃ
ひ
も
じ
く
て
仕
方
が
ね
え

ん
で
丘
ハ
隊
に
行
っ
た
か
ら
で
さ
あ

誰
が
あ
た
ら
短
け
え
命
、
た
だ
閻

魔
様
に
く
れ
て
や
る
も
ん
で
す
か

こ
れ
ま
で
正
直
一
本
で
生
き
て
き

た
の
に
、
な
ん
で
ま
た

油
を
二
、
三
文
、
ち
ょ
う
ど
一
掬

い
分
差
し
た
ぱ
か
り
な
の
に

ち
ょ
い
と
走
っ
た
だ
け
で
遺
が
見

え
な
く
な
っ
ち
ま
う
ん
だ
い

　
　
　
　
’
ヤ
オ
ト
ウ
ズ

ど
う
り
で
小
禿
子
が
肝
っ
玉
冷
や

し
て

夜
中
に
天
安
門
を
走
っ
ち
ゃ
な
ら

ね
え
っ
て
言
づ
た
わ
け
だ

な
ん
て
こ
っ
た
！
　
ま
っ
た
く
車

引
き
な
ん
て
因
果
な
商
売
だ

起
明
日
北
京
満
城
都
是
鬼

明
日
に
な
り
ゃ
北
京
中
が
幽
霊
だ

ら
け
だ
ろ
う
て

　
小
論
で
は
、
作
品
の
前
提
と
し
て
の
三
二
八
事
件
、
リ
ズ
ム

実
験
と
し
て
の
俗
語
体
、
装
置
と
し
て
の
人
力
車
夫
独
白
体
、
隠

　
　
　
　
　
　
ケ
エ
イ

楡
と
し
て
の
〃
鬼
（
幽
霊
）
”
と
い
う
四
つ
の
視
点
か
ら
「
天
安

門
」
の
解
読
を
行
い
、
聞
一
多
の
作
品
に
お
い
て
独
特
の
色
彩
を

放
つ
こ
の
詩
の
言
語
的
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。
そ
れ

に
よ
っ
て
、
聞
一
多
が
行
づ
た
詩
的
実
験
の
一
つ
の
形
が
明
ら
か

に
な
る
と
共
に
、
そ
の
多
様
性
が
示
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

　
な
お
、
テ
キ
ス
ト
は
注
（
8
）
に
示
す
も
の
の
う
ち
『
聞
一
多

全
集
』
に
拠
る
こ
と
と
す
る
。
『
全
集
』
は
聞
一
多
の
最
後
の
改

訂
に
基
づ
い
て
お
り
、
最
も
完
成
度
の
高
い
テ
キ
ス
ト
と
い
え
る
。

小
論
で
は
テ
キ
ス
ト
問
の
文
字
の
異
同
の
検
討
を
冒
的
と
は
し
な

い
が
、
原
載
詩
に
は
三
二
八
事
件
で
講
願
団
に
銃
口
が
向
け
ら

れ
た
「
鉄
獅
子
胡
同
」
の
語
が
あ
る
こ
と
だ
け
指
摘
し
て
お
こ
う
。

後
に
そ
の
語
が
削
除
さ
れ
た
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
最
終
章

で
考
察
を
加
え
た
い
。

　
ま
た
日
本
語
訳
は
拙
訳
に
よ
る
が
、
原
詩
の
形
式
と
リ
ズ
ム

（
格
律
）
を
訳
詩
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
は
言
語
構
造
上
の
差
異
か
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（105）聞一多「天安門」論考

ら
極
め
て
困
難
で
あ
る
こ
と
、
拙
訳
は
あ
く
ま
で
も
原
詩
の
意
味

上
の
解
釈
を
優
先
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
形
式
と
リ
ズ
ム
を

伝
え
得
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
断
づ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
原
詩
の
形
式
と
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
第
三
章
で
述
べ
る
こ
と

と
す
る
。

一
一
前
提
と
し
て
の
三
・

一
八
事
件

　
三
・
一
八
事
件
は
、
一
九
二
六
年
の
初
め
、
北
方
三
軍
閥
お
よ

ぴ
漏
玉
祥
の
国
民
軍
が
勢
カ
争
い
を
繰
り
広
げ
る
中
、
日
本
お
よ

び
列
強
が
混
乱
に
乗
じ
て
大
沽
港
か
ら
天
津
に
通
ず
る
白
河
に
砲

艦
を
出
動
さ
せ
て
漏
軍
に
圧
力
を
か
け
た
た
め
、
潟
軍
が
三
月
初

め
に
水
雷
を
敷
設
し
て
大
沽
港
を
事
実
上
封
鎖
、
三
月
十
二
日
に

は
日
本
の
砲
艦
に
発
砲
し
て
水
兵
三
名
を
負
傷
さ
せ
た
こ
と
に
端

を
発
す
る
〔
大
沽
（
口
）
事
件
〕
。
目
・
英
・
米
・
仏
・
伊
・
オ

ラ
ン
ダ
・
ス
ペ
イ
ン
・
ベ
ル
ギ
ー
の
八
力
国
外
交
団
は
、
義
和
団

事
件
の
議
定
書
を
た
て
に
北
京
政
府
に
抗
議
、
大
沽
港
か
ら
天
津

へ
の
航
路
の
安
全
の
確
保
、
す
な
わ
ち
漏
軍
の
撤
退
を
迫
っ
た
。

三
月
十
六
日
に
外
交
団
が
最
後
通
牒
を
発
し
た
の
で
、
十
七
目
に

北
京
の
各
団
体
が
段
棋
瑞
執
政
に
列
強
の
干
渉
に
屈
せ
ぬ
よ
う
に

と
の
請
願
を
行
い
、
十
八
同
に
は
天
安
門
前
で
国
民
大
会
を
開
い

て
不
平
等
条
約
の
撤
廃
と
北
京
・
天
津
か
ら
の
外
国
軍
の
撤
退
等

を
求
め
、
さ
ら
に
鉄
獅
子
胡
同
に
あ
っ
た
国
務
院
ま
で
デ
モ
を
行

っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
執
政
府
の
衛
兵
隊
は
講
願
団
に
発
砲
、
そ

の
結
果
四
十
数
人
が
死
亡
、
負
傷
者
は
二
百
人
に
上
っ
た
と
い
う

事
件
で
あ
る
。
犠
牲
者
の
多
く
は
学
生
で
あ
り
、
十
三
歳
の
少
年

　
　
　
　
（
9
）

も
い
た
と
い
う
。

　
一
般
市
民
に
銃
口
が
向
け
ら
れ
流
血
の
惨
事
と
な
っ
た
こ
の
事

件
は
中
国
全
土
を
震
擦
さ
せ
、
多
く
の
知
識
人
が
抗
議
の
た
め
に

筆
を
執
う
た
。
事
件
の
九
日
後
に
発
表
さ
れ
た
聞
一
多
の
「
天
安

門
」
も
、
こ
の
事
件
を
前
提
と
し
た
義
憤
の
詩
な
の
で
あ
る
。
聞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
〕

一
多
は
こ
の
時
、
「
天
安
門
」
の
他
に
も
二
篇
の
詩
「
欺
負
着
了
」
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

「
嗜
詞
　
　
紀
念
三
月
十
八
日
的
惨
劇
」
（
以
下
「
嗜
詞
」
と
略
）

と
一
篇
の
文
章
「
文
芸
与
愛
国
　
紀
念
三
月
十
八
」
（
以
下

　
　
　
　
　
　
　
（
㎎
）

「
文
芸
与
愛
国
」
と
略
）
を
書
い
て
い
る
。
『
詩
鏑
』
創
刊
号
に
発

表
さ
れ
た
「
文
芸
与
愛
国
」
に
は
、
事
件
直
後
の
文
学
者
と
し
て

の
覚
悟
が
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。

　
鉄
獅
子
胡
同
の
大
流
血
の
後
に
『
詩
刊
』
（
『
詩
錆
』
を
指

す
－
引
用
者
注
）
が
誕
生
し
た
の
は
、
偶
然
の
こ
と
で
あ

る
。
し
か
し
『
詩
刊
』
と
流
血
－
文
芸
と
愛
国
運
動
の
問
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に
密
接
な
関
係
が
な
い
と
誰
が
言
え
よ
う
。
（
中
略
）
こ
の

二
つ
の
運
動
（
文
芸
と
愛
国
運
動
－
引
用
者
注
）
が
合
致

し
た
と
き
こ
そ
共
に
効
果
を
生
む
の
で
あ
り
、
分
離
し
た
と

き
に
は
必
ず
共
に
傷
を
負
う
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
。

し
た
が
っ
て
、
『
詩
刊
』
の
誕
生
が
鉄
獅
子
胡
同
の
大
流
血

の
直
後
と
な
っ
た
こ
と
は
偶
然
で
は
あ
る
が
、
我
々
は
こ
れ

を
偶
然
に
終
わ
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。
自
由
と
正
義

と
理
想
を
愛
す
る
熱
血
を
、
天
安
門
に
鉄
獅
子
胡
同
に
流
す

の
み
な
ら
ず
、
ベ
ン
と
紙
の
上
に
も
流
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
こ
で
、
『
詩
鏑
』
の
創
刊
に
到
る
経
緯
に
少
し
触
れ
て
お
こ

う
。
聞
一
多
は
一
九
二
二
年
夏
に
清
華
学
校
を
卒
業
し
て
ア
メ
リ

カ
に
留
学
、
シ
カ
ゴ
美
術
学
院
、
コ
ロ
ラ
ド
大
学
等
で
美
術
と
英

米
詩
を
学
び
な
が
ら
詩
の
創
作
と
演
劇
活
動
に
熱
中
し
、
三
年
後

の
一
九
二
五
年
七
月
に
帰
国
し
た
。
．
清
華
学
校
時
代
、
留
学
時
代

を
通
じ
て
、
意
欲
的
に
詩
作
を
続
け
て
き
た
聞
一
多
だ
っ
た
が
、

実
は
帰
国
か
ら
約
九
力
月
間
、
お
そ
ら
く
は
求
職
と
就
職
後
の
職

場
環
境
の
た
め
に
、
ほ
と
ん
ど
詩
作
を
行
え
な
い
状
態
が
続
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
旧
〕

い
た
。
二
九
二
六
年
一
月
二
三
目
付
の
手
紙
に
「
帰
国
後
ほ
ん
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
〕

二
篇
作
っ
た
だ
け
」
と
あ
り
、
同
年
三
月
と
推
定
さ
れ
る
手
紙
に

「
ひ
と
た
び
国
内
に
入
れ
ば
俗
事
身
に
ま
と
わ
り
つ
い
て
離
れ
ず
、

九
力
月
の
長
き
に
わ
た
り
、
た
だ
詩
二
篇
を
も
の
し
た
の
み
。
我

輩
も
こ
れ
に
て
筆
を
折
ら
ん
か
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
帰
国
よ
り

一
九
二
六
年
一
月
二
三
目
ま
で
の
半
年
間
に
詩
作
は
二
篇
の
み
、

そ
の
後
「
天
安
門
」
等
を
発
表
し
再
び
創
作
の
充
実
期
に
向
か
う

こ
と
に
な
る
三
月
中
句
ま
で
は
一
篇
も
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
一
方
、
帰
国
後
し
ぱ
ら
く
湖
北
省
稀
水
県
下
巴
河
鎮
の
実
家
で

過
ご
し
て
い
た
聞
一
多
が
、
一
九
二
五
年
秋
、
徐
志
摩
の
紹
介
で

北
京
芸
術
専
科
学
校
（
中
央
美
術
学
院
の
前
身
）
教
務
長
の
職
を

得
て
北
京
に
上
京
す
る
と
、
そ
れ
を
期
に
、
清
華
学
校
の
清
華
文

学
社
時
代
か
ら
の
友
人
で
あ
る
饒
孟
侃
、
朱
湘
等
が
た
び
た
び
聞

一
多
の
元
に
集
ま
る
よ
う
に
な
う
て
い
た
。
そ
の
交
流
の
中
で
詩

の
創
作
と
理
論
を
中
心
と
し
た
刊
行
物
の
発
行
が
計
画
さ
れ
、
一

九
二
六
年
三
月
に
は
『
農
報
副
刊
』
の
主
編
を
務
め
て
い
た
徐
志

摩
の
協
カ
を
得
て
『
詩
鏑
』
を
刊
行
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
四
月

一
目
に
創
刊
が
実
現
し
た
の
だ
っ
た
。
『
詩
鋳
』
と
い
う
活
動
の

舞
台
を
得
て
聞
一
多
は
再
び
意
欲
的
に
詩
作
を
行
う
よ
う
に
な
り
、

こ
の
後
一
九
二
八
年
に
か
け
て
充
実
し
た
創
作
期
を
迎
え
る
こ
と

に
な
る
。

　
『
詩
錆
』
創
刊
の
辞
「
詩
刊
弁
言
」
（
徐
志
摩
）
に
は
、
「
詩
の

812
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新
し
い
形
式
と
リ
ズ
ム
の
発
見
L
が
宣
言
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は

後
に
格
律
派
あ
る
い
は
新
月
（
詩
）
派
と
よ
ぱ
れ
る
詩
人
グ
ル
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

プ
の
誕
生
も
意
味
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
で
そ
の
創
刊
の
辞
の
最
後

に
、
「
こ
の
第
一
号
は
三
月
十
八
日
の
惨
劇
の
特
集
号
で
あ
る
。

聞
一
多
の
次
の
文
章
を
参
照
さ
れ
た
い
」
と
書
き
添
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
は
意
外
に
注
意
が
払
わ
れ
な
い
。
そ
の
聞
一
多
の
文
章

が
上
述
の
「
文
芸
与
愛
国
」
で
あ
り
、
『
詩
鏑
』
創
刊
号
に
掲
載
．

さ
れ
た
詩
と
文
章
は
、
朱
湘
の
評
論
（
連
載
の
第
一
回
）
以
外
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
m
）

す
ぺ
て
三
・
一
八
事
件
を
背
景
と
し
た
も
の
だ
っ
た
。

　
詩
の
格
律
の
発
見
を
宣
言
し
て
誕
生
し
、
形
式
主
義
、
唯
美
主

義
、
西
洋
模
倣
主
義
と
の
批
判
も
受
け
た
『
詩
鏑
』
が
、
歴
史
の

偶
然
と
は
い
え
三
・
一
八
事
件
特
集
号
と
し
て
創
刊
さ
れ
、
「
文

芸
と
愛
国
運
動
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
い
た
こ
と
は
興
味
深

い
。
『
詩
鏑
』
に
つ
い
て
は
、
そ
の
文
学
的
主
張
と
役
割
、
誕
生

と
経
緯
等
興
味
は
尽
き
な
い
が
、
そ
れ
は
別
稿
に
譲
り
た
い
と
恩

う
。
こ
こ
で
押
さ
え
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
聞
一
多
の
創
作
活
動

を
振
り
返
る
時
、
清
■
華
学
校
時
代
か
ら
ア
メ
リ
カ
留
学
時
代
に
亘

る
高
潮
期
と
帰
国
後
の
退
潮
期
を
経
て
、
再
び
高
潮
期
に
向
か
う

契
機
と
な
っ
た
の
が
『
詩
鏑
』
の
創
刊
だ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ

の
背
景
に
三
二
八
事
件
が
存
在
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
歴

史
の
偶
然
の
巡
り
合
わ
せ
か
も
し
れ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
三
・

一
八
事
件
を
前
提
と
し
た
愛
国
精
神
に
衝
き
動
か
さ
れ
た
こ
の
時

期
の
創
作
活
動
が
、
結
果
と
し
て
、
そ
の
後
再
び
高
潮
に
向
か
う

創
作
活
動
の
契
機
と
な
っ
た
と
言
う
こ
と
は
で
き
よ
う
。

　
そ
し
て
、
「
天
安
門
」
は
ま
さ
に
『
詩
鏑
』
誕
生
と
同
時
期
に
、

こ
の
よ
う
な
高
揚
し
た
愛
国
精
神
を
前
提
と
し
て
誕
生
し
た
こ
と

を
強
調
し
て
お
き
た
い
。
そ
し
て
そ
の
上
で
、
し
か
し
な
が
ら

「
天
安
門
」
の
言
語
表
現
に
は
む
し
ろ
そ
の
よ
う
な
高
揚
し
た
愛

国
の
情
が
直
接
に
は
感
じ
と
れ
な
い
こ
と
、
そ
の
意
味
で
、
同
様

に
三
二
八
事
件
を
前
提
と
し
て
書
か
れ
た
上
述
の
「
文
芸
与
愛

国
」
、
あ
る
い
は
二
篇
の
詩
「
歎
負
着
了
」
、
「
嗜
詞
」
と
は
異
な

る
言
語
作
品
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
と
恩
う
。

一
一
一
リ
ズ
ム
実
験
と
し
て
の
俗
語
体

　
聞
一
多
の
詩
の
リ
ズ
ム
と
形
式
（
格
律
）
に
つ
い
て
の
考
え
方

　
　
　
　
（
H
）

は
「
詩
的
格
律
」
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
基
本
法
則
は
、

聴
覚
的
な
均
衡
（
リ
ズ
ム
）
の
美
、
そ
し
て
そ
の
結
果
と
し
て
の

視
覚
的
な
均
衡
（
形
式
）
の
美
の
追
究
で
あ
っ
た
。
そ
の
主
張
と

実
践
と
し
て
の
作
品
は
、
旧
詩
の
文
語
性
と
樒
律
性
を
廃
す
る
と

い
う
前
提
の
も
と
に
誕
生
し
、
し
か
し
な
が
ら
旧
詩
に
対
抗
し
得

912



一橋論叢　第122巻 第2号 平成11年（1999年）8月号　（108）

る
だ
け
の
方
法
を
持
た
な
か
っ
た
新
詩
の
担
い
手
た
ち
に
、
大
き

な
衝
撃
と
影
響
を
も
た
ら
し
た
。
聞
一
多
お
よ
ぴ
『
詩
鏑
』
の
詩

人
た
ち
の
試
み
は
、
形
式
主
義
、
唯
美
主
義
、
西
洋
模
倣
主
義
と

の
批
判
も
受
け
る
が
、
均
整
の
と
れ
た
リ
ズ
ム
の
中
で
響
き
合
う

言
葉
と
イ
メ
ー
ジ
の
魅
カ
に
は
抗
し
が
た
い
も
の
が
あ
る
こ
と
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

多
く
の
認
め
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

　
「
天
安
門
」
も
収
め
ら
れ
た
聞
一
多
の
第
二
詩
集
『
死
水
』
は

ま
た
、
彼
の
詩
的
リ
ズ
ム
論
の
実
践
の
集
大
成
で
も
あ
っ
た
。
そ

こ
で
試
み
ら
れ
て
い
る
リ
ズ
ム
の
多
様
性
と
実
験
性
つ
い
て
は
、

　
　
　
（
岨
）

す
で
に
別
稿
で
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
再
論
を
避
け
、
こ
こ
で

は
「
天
安
門
」
の
リ
ズ
ム
の
特
徴
と
俗
語
を
積
極
的
に
採
用
し
た

文
体
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　
聞
一
多
の
リ
ズ
ム
の
概
念
は
二
音
節
拍
を
最
も
基
本
的
な
リ
ズ

ム
単
位
、
三
音
節
拍
を
補
完
的
な
リ
ズ
ム
単
位
と
す
る
拍
節
リ
ズ

ム
を
基
本
と
し
て
い
る
。
例
え
ば
聞
一
多
の
代
表
作
と
言
え
る

　
　
　
　
　
　
（
㎎
）

「
死
水
」
（
一
九
二
六
）
や
「
也
許
－
葬
歌
」
（
一
九
二
五
）
（
以

　
　
　
　
　
（
2
0
〕

下
「
也
許
」
と
略
）
で
は
、
一
行
が
二
音
節
拍
×
三
±
二
音
節
拍

X
一
の
四
拍
と
い
う
規
則
的
な
拍
節
リ
ズ
ム
を
有
し
て
い
る
。
し

か
し
「
天
安
門
」
で
は
、
一
行
の
リ
ズ
ム
を
拍
節
を
単
位
と
し
て

捉
え
る
こ
と
に
や
や
困
難
を
伴
う
。
饒
孟
侃
が
「
こ
の
詩
の
リ
ズ

ム
は
拍
子
の
上
で
は
絶
対
的
な
法
則
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い

が
、
大
体
に
お
い
て
は
四
拍
（
ま
た
は
四
拍
節
）
か
ら
な
る
と
考

　
　
　
　
　
　
　
（
別
）

え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
L
と
留
保
を
つ
け
て
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

拍
節
の
区
切
り
方
に
多
く
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
考
え
ら
れ
、
規

則
性
が
見
出
し
に
く
い
の
だ
。
ま
た
、
一
拍
節
の
音
節
数
も
二
音

節
ま
た
は
三
音
節
と
は
限
ら
ず
、
一
音
節
や
四
音
節
、
五
音
節
か

ら
な
る
拍
節
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
規
則
性
に
乏
し
い
不
安
定

な
リ
ズ
ム
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
む
し
ろ
整
然
と

し
た
拍
節
リ
ズ
ム
を
持
た
な
い
こ
と
こ
そ
、
「
天
安
門
」
の
リ
ズ

ム
の
積
極
的
選
択
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
つ
ま
り
、
「
天
安
門
」
は
拍
節
内
の
音
節
数
や
行
内
の
拍
節
数

を
整
え
る
リ
ズ
ム
よ
り
も
、
実
際
に
は
拍
節
ご
と
に
区
切
っ
て
読

む
こ
と
は
な
い
話
し
言
葉
の
リ
ズ
ム
、
一
息
で
無
理
な
く
発
せ
ら

れ
る
範
囲
で
意
味
と
共
に
切
れ
る
リ
ズ
ム
を
重
視
し
た
と
言
え
る

だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
語
気
詞
や
接
尾
詞
も
意
識
的
に
残
し
、
拍

節
か
ら
は
み
出
し
が
ち
な
音
節
を
敢
え
て
拍
節
間
に
漂
わ
せ
、
一

行
（
一
息
）
を
自
然
に
流
れ
る
リ
ズ
ム
を
選
択
し
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
「
天
安
門
」
の
俗
語
体
を
生
か
す
た
め
に
必

然
的
に
生
ま
れ
た
リ
ズ
ム
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
な
ら
自
由
詩
の
リ
ズ

ム
に
近
い
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
問
も
生
ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

022
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し
か
し
、
一
行
の
字
数
（
1
1
音
節
数
）
を
十
字
に
整
え
、
脚
韻
を

施
す
（
二
行
ず
つ
の
換
韻
、
や
は
り
二
行
ず
つ
換
韻
す
る
ヒ
ロ
イ

ッ
ク
・
カ
プ
レ
ッ
ト
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
）
と
い
う
、
格
律
詩

と
し
て
の
手
続
は
忘
れ
て
い
な
い
。
「
天
安
門
」
は
、
緩
い
制
約

の
中
で
振
幅
を
合
み
な
が
ら
流
れ
る
リ
ズ
ム
と
毎
行
の
脚
韻
と
い

う
、
語
り
に
相
応
し
い
形
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
俗
語
を
詩

語
と
し
て
再
生
さ
せ
よ
う
と
い
う
試
み
だ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
新
詩
に
聴
覚
的
、
視
覚
的
均
衡
を
強
く
求
め
れ
ぱ
、

一
般
的
に
は
そ
の
文
体
は
文
語
的
色
彩
を
帯
び
る
傾
向
が
あ
る
。

逆
に
言
え
ば
、
文
語
的
表
現
の
中
で
は
聴
覚
的
、
視
覚
的
均
衡
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岬
）

よ
り
整
え
や
す
い
。
聞
一
多
自
身
が
「
最
も
満
足
の
い
く
試
み
」

に
な
ウ
た
と
い
う
「
死
水
」
が
、
彼
の
作
品
中
で
も
よ
り
文
語
的

色
調
を
有
す
る
の
は
、
お
そ
ら
く
偶
然
で
は
な
く
必
然
的
結
果
で

あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
彼
は
ま
た
、
「
也
許
」

の
よ
う
に
極
め
て
口
語
的
な
表
現
の
中
に
も
そ
れ
が
可
能
で
あ
る

こ
と
も
証
明
し
て
い
る
。

　
「
死
水
」
が
よ
り
文
語
的
な
文
体
に
お
け
る
リ
ズ
ム
実
験
、
「
也

許
」
が
よ
り
口
語
的
な
文
体
に
お
け
る
リ
ズ
ム
実
験
だ
と
す
れ
ぱ
、

「
天
安
門
」
は
俗
語
体
に
お
け
る
リ
ズ
ム
実
験
だ
っ
た
と
言
う
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
・
か
。
聞
一
多
は
「
詩
的
格
律
」

の
中
で
、
俗
語
を
詩
的
言
語
と
し
て
採
り
入
れ
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
こ
と
、
そ
れ
は
新
詩
の
可
能
性
を
よ
り
広
げ
る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
俗
語
は
文
語
に
対
す
る
口
語
の
意
味
で
使

わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
新
詩
の
言
語
と
し
て
自
明
で
あ
っ
た
口

語
を
指
す
と
は
考
え
に
く
い
。
こ
こ
で
言
う
俗
語
と
は
方
言
を
合

ん
だ
生
活
言
語
の
こ
と
と
解
す
べ
き
だ
ろ
う
。
聞
一
多
は
新
詩
の

文
体
と
し
て
、
文
章
語
と
し
て
の
文
語
体
、
口
語
体
、
そ
し
て
口

頭
語
と
し
て
の
俗
語
体
と
い
う
諸
相
を
想
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文

体
に
お
い
て
詩
的
リ
ズ
ム
の
実
験
を
試
み
て
い
た
と
言
う
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
な
お
聞
一
多
に
は
「
天
安
門
」
の
他
に
も
、
在
米
中
国
人
洗
濯

　
　
　
　
　
（
”
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
〕

屋
の
歌
「
洗
衣
歌
」
、
大
道
芸
人
の
悲
歌
「
大
鼓
師
」
等
、
労
働

者
の
語
り
を
採
用
し
た
詩
が
あ
る
が
、
「
天
安
門
」
の
よ
う
に
大

胆
に
俗
語
を
採
り
入
れ
た
も
の
は
多
く
は
な
い
。
俗
語
を
積
極
的

に
採
用
し
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、
同
じ
人
力
車
夫
を
題
材
に

　
　
　
　
　
（
刎
）

し
た
「
飛
毛
腿
」
、
部
分
的
に
採
用
し
て
い
る
も
の
と
し
て
は

　
（
2
5
）

「
罪
過
」
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
前
者
は
「
天
安
門
」
同
様
人
カ
車

夫
の
独
白
体
を
採
用
し
て
お
り
、
リ
ズ
ム
も
「
天
安
門
」
に
近
い

後
者
は
客
観
的
な
語
り
の
主
体
と
物
売
り
の
老
人
の
眩
き
と
が
混

在
し
て
い
る
が
、
リ
ズ
ム
に
は
強
弱
ア
ク
セ
ン
ト
が
効
果
的
に
採

122



一橋論護　第122巻 第2号 平成11年（1999年）8月号　（110）

り
入
れ
ら
れ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。

四
　
装
置
と
し
て
の
人
カ
車
夫
独
白
体

　
三
二
八
事
件
へ
の
義
憤
と
抗
議
の
詩
で
あ
っ
た
は
ず
の
「
天

安
門
」
だ
が
、
饒
孟
侃
の
証
言
に
よ
る
と
、
「
一
般
の
読
者
の
目

に
止
ま
ら
ず
、
そ
の
優
れ
た
点
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
ぱ
か
り
か
、

作
者
は
こ
の
作
品
に
よ
っ
て
、
あ
る
大
詩
人
の
叱
責
を
買
う
と
い

　
　
　
　
　
（
別
）

う
冤
罪
を
被
っ
た
」
と
い
う
。
大
詩
人
が
誰
な
の
か
、
ど
の
よ
う

な
批
判
だ
っ
た
の
か
は
今
は
想
像
す
る
し
か
な
い
が
、
「
天
安
門
」

の
俗
語
を
多
用
し
た
人
力
車
夫
の
語
り
口
と
語
り
の
内
容
が
、
一

般
の
哀
悼
や
抗
議
の
詩
文
と
は
か
な
り
趣
を
異
に
す
る
も
の
だ
っ

た
こ
と
に
よ
る
批
判
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　
事
件
の
あ
っ
た
街
頭
を
通
り
抜
け
て
き
た
ぱ
か
り
の
人
力
車
夫

は
、
興
奮
し
た
口
調
で
断
末
魔
と
化
し
た
現
場
の
情
況
を
語
る
。

死
人
を
目
撃
し
た
驚
情
と
恐
怖
、
「
わ
け
の
わ
か
ら
ね
え
こ
と
ば

か
り
」
で
「
ま
っ
た
く
な
っ
ち
ゃ
い
な
い
」
世
の
中
へ
の
憤
瀬
。

が
、
そ
れ
は
「
死
ん
だ
の
は
き
っ
と
ま
た
馬
鹿
な
学
生
に
ち
げ
え

ね
え
」
と
い
う
民
主
運
動
へ
の
無
理
解
の
言
葉
で
あ
り
、
事
件
と

は
直
接
に
は
関
係
の
な
い
「
ひ
も
じ
く
て
し
か
た
が
ね
え
ん
で
兵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
じ
き

隊
に
行
」
っ
て
死
ん
だ
二
叔
の
物
語
で
あ
っ
た
り
す
る
。
そ
れ
は

優
美
な
詩
語
で
は
な
く
、
ま
た
銃
弾
に
倒
れ
た
者
へ
の
哀
悼
の
辞

や
、
市
民
に
銃
を
向
け
た
権
カ
ヘ
の
抗
議
の
声
で
も
な
い
。
し
か

し
、
そ
の
人
カ
車
夫
の
語
り
に
は
、
優
美
で
は
な
い
か
も
し
れ
な

い
が
重
厚
な
独
特
の
リ
ズ
ム
が
あ
る
こ
と
、
そ
の
生
活
感
の
あ
る

言
葉
を
通
し
て
こ
そ
社
会
の
不
条
理
が
現
実
感
を
伴
っ
て
伝
わ
っ

て
く
る
こ
と
も
「
天
安
門
」
は
証
明
し
て
い
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
人
カ
車
夫
を
語
り
の
主
体
と
し
た
の
は
、
聞
一
多

の
独
自
の
発
想
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
胡
適
が
「
新
し
い
文
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

は
人
力
車
も
取
り
上
げ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
よ
う
に
、

人
力
車
は
新
文
学
に
相
応
し
い
題
材
と
し
て
、
現
代
文
学
の
誕
生
、

す
な
わ
ち
新
詩
の
誕
生
と
と
も
に
文
学
の
中
に
採
り
入
れ
ら
れ
て

一
一
〃
一
。

し
デ

　
ま
た
、
「
天
安
門
」
が
発
表
さ
れ
た
『
農
報
副
刊
』
の
同
号
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
㎎
）

梁
実
秋
の
評
論
（
違
載
）
「
現
代
中
国
文
学
之
浪
漫
的
趨
勢
」
の

第
二
回
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
梁
実
秋
は
、
人
力
車
夫
を

は
じ
め
下
層
労
働
者
を
題
材
と
し
た
新
詩
が
多
く
書
か
れ
て
い
る

こ
と
を
述
べ
、
そ
の
安
っ
ぽ
い
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
「
人
力
車
夫

派
」
と
郷
楡
し
て
い
る
。

近
年
来
、
新
詩
に

「
人
力
車
夫
派
」
が
登
場
し
て
い
る
。
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彼
ら
は
専
ら
人
力
車
夫
の
為
に
不
平
を
訴
え
る
。
神
聖
だ
る

人
カ
車
夫
が
経
済
制
度
に
よ
っ
て
著
し
く
圧
迫
を
う
け
て
い

る
、
労
働
と
は
神
聖
な
も
の
で
あ
り
、
人
力
車
夫
は
讃
え
ら

れ
る
べ
き
で
あ
る
の
に
、
と
。
だ
が
も
と
も
と
、
人
力
車
夫

は
血
の
汗
を
流
し
な
が
ら
そ
の
日
の
糧
を
稼
い
で
い
る
の
で

あ
り
、
そ
れ
は
誠
実
な
生
活
と
言
え
よ
う
が
、
何
ら
憐
れ
む

べ
き
も
の
で
も
、
讃
え
る
べ
き
も
の
で
も
な
い
の
だ
。
し
か

し
、
世
を
憂
い
人
を
憐
れ
む
ロ
マ
ン
主
義
者
は
、
人
カ
車
夫

の
生
活
は
憐
れ
む
べ
き
敬
う
べ
き
歌
う
べ
き
泣
く
べ
き
も
の

だ
と
思
い
、
詩
を
書
け
ぱ
、
明
け
て
も
暮
れ
て
も
人
カ
車
夫

と
歌
う
。
普
遍
的
同
情
心
は
人
カ
車
夫
か
ら
さ
ら
に
農
夫
、

石
工
、
鍛
冶
屋
、
か
、
こ
か
き
、
そ
し
て
媚
を
売
る
娼
婦
に
及

ぷ
の
だ
。

　
感
傷
的
ロ
マ
ン
主
義
へ
の
批
判
的
見
解
は
、
梁
実
秋
と
聞
一
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

と
の
共
通
の
態
度
で
も
あ
づ
た
。
聞
一
多
の
「
天
安
門
」
が
、
こ

の
文
章
の
す
ぐ
後
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は
偶
然
と
は
思
え
な
い
。

「
天
安
門
」
が
感
傷
的
「
人
カ
車
夫
派
」
の
詩
と
は
一
線
を
画
す

る
作
品
に
成
り
え
て
い
る
と
の
聞
一
多
の
自
負
が
あ
っ
て
の
意
図

的
な
掲
載
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
あ
る
い
は
『
農
報
副
刊
』
の
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
帥
〕

編
徐
志
摩
の
編
集
者
と
し
て
の
判
断
も
あ
づ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
聞
一
多
は
特
に
そ
の
初
期
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
マ
ン
派
詩

人
の
影
響
を
強
く
受
け
、
気
質
と
し
て
も
ロ
マ
ン
派
的
情
熱
を
持

ち
続
け
た
詩
人
で
あ
う
た
。
聞
一
多
の
美
学
思
想
が
ロ
マ
ン
主
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
肌
〕

と
現
実
主
義
の
矛
盾
の
中
に
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
気

質
と
し
て
は
ロ
マ
ン
主
義
を
有
し
つ
つ
、
方
法
と
し
て
は
ロ
マ
ン

主
義
の
無
形
式
を
否
定
す
る
1
そ
れ
は
お
そ
ら
く
聞
一
多
に
と

っ
て
は
矛
盾
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
二
つ
の
力
の
拮
抗
し
た
と

こ
ろ
に
生
ま
れ
る
も
の
が
彼
に
と
っ
て
の
詩
的
言
語
だ
っ
た
は
ず

だ
。　

そ
の
意
味
で
「
天
安
門
」
は
、
ロ
マ
ン
主
義
的
愛
国
思
想
を
前

提
と
し
て
、
人
カ
車
夫
と
い
う
ロ
マ
ン
主
義
詩
人
た
ち
が
好
ん
で

用
い
た
装
置
を
敢
え
て
採
用
し
な
が
ら
、
非
ロ
マ
ン
主
義
的
言
語

空
問
を
造
り
上
げ
た
作
品
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
エ
イ

　
　
　
五
　
隠
楡
と
し
て
の
〃
鬼
（
幽
霊
）
”

　
「
天
安
門
」
の
独
白
体
は
ま
た
演
劇
的
手
法
を
思
わ
せ
る
。
人

カ
車
夫
の
一
人
芝
居
。
舞
台
空
問
に
響
く
の
は
、
車
夫
の
饒
舌
な

語
り
の
み
。
車
夫
は
見
え
な
い
車
上
の
客
、
あ
る
い
は
観
客
に
向

か
っ
て
語
り
続
け
る
。
背
後
に
は
、
異
空
問
と
し
て
の
事
件
現
場
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が
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影
さ
れ
て
浮
か
び
あ
が
る
と
い
う
演
出
が
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。
銃
声
や
人
々
の
悲
鳴
が
効
果
音
と
し
て
流
さ

れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
い
や
む
し
ろ
、
そ
れ
ら
の
あ
り
き
た
り
の

演
出
を
す
べ
て
取
り
払
っ
た
と
こ
ろ
に
響
く
車
夫
の
語
り
こ
そ
が
、

観
客
の
想
像
カ
を
喚
起
す
る
か
も
し
れ
な
い
・
…
・
。
「
死
水
」
や

「
也
許
」
が
比
楡
と
色
彩
に
優
れ
た
絵
画
的
手
法
を
有
す
る
作
品

で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
「
天
安
門
」
は
車
夫
の
語
り
と
い
う
装

置
を
通
し
て
立
体
的
多
層
的
空
問
を
造
り
出
す
演
劇
的
手
法
を
有

す
る
作
品
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
そ
の
車
夫
の
語
り
に
よ
づ
て
造
ら
れ
る
世
界
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
だ
ろ
う
か
。
闇
夜
に
動
く
黒
い
影
、
足
を
引
き
ず
り
な
が
ら

よ
ろ
よ
ろ
と
歩
く
そ
の
影
は
よ
く
見
る
と
頭
が
な
い
。
力
な
く
振

ら
れ
る
旗
は
白
く
不
気
味
に
闇
に
浮
か
ぶ
。
車
夫
は
、
そ
れ
ら
の

影
に
「
と
っ
つ
か
ま
っ
ち
ま
い
そ
う
」
な
恐
怖
に
襲
わ
れ
て
、
死

に
も
の
狂
い
で
突
っ
走
る
。
す
る
と
何
と
い
う
こ
と
か
、
少
し
前

に
油
を
差
し
た
ば
か
り
の
ラ
ン
プ
の
灯
が
フ
ッ
と
切
れ
る
。
「
ど

　
　
　
ン
ヤ
＃
ト
ウ
ズ

う
り
で
小
禿
子
が
肝
っ
玉
冷
や
し
て
夜
中
に
天
安
門
を
走
っ
ち
ゃ

な
ら
ね
え
っ
て
言
っ
た
わ
け
だ
」
「
明
日
に
な
り
ゃ
北
京
中
が

ク
エ
イ

”
鬼
”
だ
ら
け
だ
ろ
う
て
」
。
　
　
車
夫
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
の

は
、
つ
ま
り
”
鬼
（
幽
霊
）
”
の
跳
梁
す
る
世
界
な
の
で
あ
る
。

　
”
鬼
”
は
中
国
で
は
死
者
の
霊
魂
、
亡
霊
、
幽
霊
の
こ
と
を
指

す
。
”
鬼
”
に
も
善
鬼
と
悪
鬼
が
存
在
す
る
が
、
殊
に
不
慮
の
死

を
遂
げ
た
者
や
子
孫
に
よ
る
安
定
し
た
祭
祀
を
受
け
ら
れ
な
い
者

の
霊
魂
は
、
”
野
鬼
（
遊
魂
）
”
と
な
っ
て
夜
問
に
陽
問
を
妨
復
い

厄
災
を
も
た
ら
す
悪
鬼
と
し
て
恐
れ
ら
れ
た
。
ま
た
〃
鬼
”
は
臨

終
時
の
婆
を
そ
の
ま
ま
残
し
て
い
る
こ
と
を
原
則
と
し
た
。
と
す

れ
ば
、
車
夫
が
見
た
闇
夜
に
紡
僅
う
影
た
ち
　
　
足
を
ひ
き
ず
り

な
が
ら
歩
く
影
、
頭
の
な
い
影
、
白
い
旗
を
カ
な
く
振
り
つ
づ
け

る
影
は
、
ま
さ
し
く
〃
鬼
”
の
姿
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
こ

そ
車
夫
は
、
走
り
抜
け
た
後
も
暫
く
震
え
が
止
ま
ら
ぬ
ほ
ど
の
恐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ヤ
オ
ト
ウ
ズ

怖
に
襲
わ
れ
た
の
だ
。
車
夫
仲
問
の
小
禿
子
が
肝
を
冷
や
し
て

「
夜
中
に
天
安
門
を
走
っ
ち
ゃ
な
ら
ね
え
」
と
忠
告
し
た
の
も
、

同
様
に
”
鬼
”
の
姿
を
見
た
か
ら
に
違
い
な
い
。

　
時
間
と
場
所
が
、
夜
中
の
天
安
門
（
広
場
）
に
設
定
さ
れ
た
の

も
、
そ
れ
が
〃
鬼
”
の
世
界
に
相
応
し
い
時
間
と
空
間
だ
か
ら
だ
。

行
く
手
に
何
も
見
え
な
い
漆
黒
の
空
問
－
闇
夜
の
天
安
門
（
広

場
）
は
そ
れ
だ
け
で
不
気
味
だ
が
、
時
折
〃
鬼
”
の
影
が
浮
か
び
、

し
か
も
そ
れ
は
見
る
も
無
残
な
婆
形
を
し
て
い
る
と
あ
れ
ば
、
足

も
辣
み
背
筋
も
寒
く
な
ろ
う
。
そ
の
広
い
空
間
に
は
い
っ
た
い
ど

れ
だ
け
の
〃
鬼
”
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
か
と
恐
怖
に
も
包
ま
れ
よ
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う
。
そ
し
て
天
安
門
の
背
後
に
は
紫
禁
域
。
あ
た
か
も
歴
史
の
怨

念
を
背
負
っ
て
潜
む
〃
鬼
〃
た
ち
が
次
々
と
飛
び
出
て
く
る
か
の

よ
う
な
錯
覚
に
も
襲
わ
れ
よ
う
と
い
う
も
の
。
油
を
差
し
た
ば
か

り
の
ラ
ン
プ
の
火
が
消
え
て
し
ま
っ
た
の
も
、
”
鬼
”
の
仕
業
で

な
く
て
何
で
あ
ろ
う
か
－
…
・
。

　
こ
こ
で
は
、
”
鬼
”
ど
い
う
理
性
を
超
え
た
、
同
時
に
中
国
人

の
心
の
深
層
に
存
在
す
る
民
族
・
民
俗
的
世
界
が
現
実
的
リ
ア
リ

テ
ィ
ー
を
も
っ
て
立
ち
現
れ
て
い
る
。
三
二
八
事
件
直
後
の
凄

惨
な
現
実
世
界
の
隠
楡
と
し
て
の
”
鬼
”
の
世
界
が
、
車
夫
に
と

っ
て
は
現
実
そ
の
も
の
な
の
だ
。
逆
に
言
え
ば
、
事
件
の
お
ぞ
ま

し
さ
が
、
一
切
の
脈
絡
を
超
越
し
て
”
鬼
〃
の
お
ぞ
ま
し
さ
に
直

結
し
、
底
知
れ
ぬ
恐
怖
を
湛
え
た
存
在
と
し
て
車
夫
を
襲
う
。
そ

の
独
特
な
世
界
を
成
立
さ
せ
て
い
る
の
は
、
車
夫
の
生
活
感
覚
に

根
ざ
し
た
想
像
カ
で
あ
り
、
車
夫
の
俗
語
に
よ
る
独
白
と
い
う
装

置
で
あ
ろ
う
。
同
様
に
三
・
一
八
事
件
を
背
景
と
し
て
書
か
れ
た

「
文
芸
与
愛
国
」
、
あ
る
い
は
二
篇
の
詩
「
歎
負
着
了
」
、
「
唱
詞
」

と
「
天
安
門
」
が
異
質
で
あ
る
の
は
、
前
者
が
知
識
人
の
言
語
に

よ
る
三
・
一
八
事
件
で
あ
る
（
で
し
か
な
い
）
の
に
対
し
、
「
天

安
門
」
は
、
車
夫
と
い
う
生
活
人
の
想
像
力
と
俗
語
独
白
体
と
い

う
装
置
に
よ
っ
て
”
鬼
〃
と
い
う
民
族
・
民
俗
的
イ
メ
ー
ジ
と
結

び
つ
い
た
、
独
特
の
詩
的
世
界
を
有
す
る
愛
国
詩
と
成
り
得
て
い

　
　
　
　
　
（
3
2
）

る
こ
と
に
よ
ろ
う
。
．

六
　
お
わ
り
に

　
「
天
安
門
」
が
、
三
・
一
八
事
件
へ
の
義
憤
と
抗
議
の
詩
で
あ

る
こ
と
は
問
違
い
な
い
。
聞
一
多
は
清
華
学
校
時
代
、
ア
メ
リ
カ

曾
学
時
代
、
帰
国
後
（
一
九
二
五
年
の
五
・
三
〇
事
件
直
後
）
の

そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
愛
国
恩
想
の
高
ま
り
の
中
で
愛
国
的
詩
篇
を

残
し
て
お
り
、
「
天
安
門
」
を
そ
れ
ら
一
連
の
愛
国
詩
の
中
に
位

置
づ
け
て
読
む
こ
と
は
可
能
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
文
脈
で
読
む

な
ら
、
ア
メ
リ
カ
留
学
中
に
他
の
清
華
出
身
留
学
生
と
と
も
に
国

家
主
義
団
体
「
大
江
会
」
を
組
織
、
帰
国
後
も
一
時
期
国
家
主
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鎚
〕

団
体
連
合
会
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
等
、
聞
一
多
の
愛
国
思
想
の

検
証
も
必
要
と
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

　
た
だ
、
「
天
安
門
」
の
詩
的
言
語
と
し
て
の
魅
カ
は
、
そ
れ
が

観
念
的
、
感
傷
的
な
愛
国
の
情
の
吐
露
で
は
な
く
、
重
量
感
と
現

実
感
を
伴
っ
た
詩
的
言
語
と
し
て
響
い
て
く
る
こ
と
に
あ
る
。
そ

れ
は
聞
一
多
の
作
品
の
中
で
も
独
特
の
色
調
を
有
す
る
言
語
で
も

あ
る
。
小
論
で
は
そ
の
言
語
的
特
徴
を
、
リ
，
ス
ム
実
験
と
し
て
の

俗
語
体
、
装
置
と
し
て
の
人
カ
車
夫
独
白
体
、
隠
楡
と
し
て
の
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ク
エ
イ

”
鬼
（
幽
霊
）
〃
と
い
う
視
点
を
通
し
て
考
察
し
て
き
た
。
そ
れ

ら
の
詩
的
実
験
が
有
機
的
に
結
合
し
た
と
こ
ろ
に
「
天
安
門
」
と

い
う
詩
的
空
問
が
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
俗
語
を

詩
語
に
取
り
込
む
た
め
の
リ
ズ
ム
と
文
体
、
感
傷
的
ロ
マ
ン
チ
シ

ズ
ム
を
排
し
た
生
活
人
と
し
て
の
人
カ
車
夫
の
独
白
、
そ
れ
ら
の

装
置
が
、
〃
鬼
”
と
い
う
非
理
性
的
、
民
族
・
民
俗
的
な
世
界
を

目
常
的
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
の
中
で
再
現
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
、

三
・
一
八
事
件
の
惨
劇
を
一
切
の
脈
絡
を
超
越
し
て
”
鬼
”
の
跳

梁
す
る
世
界
と
し
て
描
き
き
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
と
言
え
る
だ

ろ
う
。
そ
し
て
そ
こ
に
、
い
っ
た
ん
恩
考
停
止
さ
れ
た
か
に
見
え

る
事
件
へ
の
悲
憤
と
抗
議
の
感
情
が
、
民
族
的
形
と
イ
メ
ー
ジ
を

付
与
さ
れ
た
空
間
の
中
に
止
揚
さ
れ
、
発
散
さ
れ
ぬ
が
故
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
蓄
え
つ
つ
沈
潜
し
て
い
る
の
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い

だ
ろ
う
か
。

　
と
こ
ろ
で
実
際
の
三
・
一
八
事
件
、
す
な
わ
ち
請
願
団
が
執
政

府
の
衛
兵
の
銃
弾
を
浴
び
た
の
は
、
三
月
十
八
日
の
午
後
四
時
過

ぎ
、
執
政
府
の
あ
る
鉄
獅
子
胡
同
で
の
こ
と
だ
っ
た
。
初
め
に
述

ぺ
た
よ
う
に
、
「
天
安
門
」
の
原
載
詩
に
は
そ
の
鉄
獅
子
胡
同
の

語
も
見
え
る
。
鉄
獅
子
胡
同
は
事
件
発
生
の
場
所
と
い
う
だ
け
で

は
な
く
、
事
件
直
後
に
は
事
件
そ
の
も
の
を
示
す
言
葉
で
も
あ
っ

た
は
ず
だ
。
そ
の
言
葉
が
二
年
後
の
詩
集
『
死
水
』
に
収
め
ら
れ

る
際
に
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
請
願
デ
モ
の
直
前
に
国
民

大
会
が
開
か
れ
た
天
安
門
の
語
は
残
さ
れ
、
ま
た
表
題
に
も
な
っ

七
い
る
。
夜
中
の
天
安
門
と
い
う
設
定
は
、
そ
れ
が
〃
鬼
〃
の
妨

僅
う
時
間
と
場
所
に
相
応
し
い
か
ら
で
あ
る
こ
と
は
前
章
で
述
べ

た
が
、
天
安
門
（
広
場
）
は
ま
た
三
・
一
八
事
件
の
当
日
に
国
民

大
会
が
開
か
れ
た
場
所
、
執
政
府
へ
の
請
願
へ
の
出
発
点
で
あ
る

と
同
時
に
、
言
う
ま
で
も
な
く
五
・
四
運
動
以
来
の
民
主
運
動
を

象
徴
す
る
場
所
で
も
あ
る
。
天
安
門
と
い
う
歴
史
的
象
徴
性
を
有

す
る
語
の
中
に
事
件
を
集
約
さ
せ
た
こ
と
に
よ
り
、
三
二
八
事

件
の
「
天
安
門
」
は
、
歴
史
的
普
遍
性
を
有
す
る
「
天
安
門
」
と

し
て
読
ま
れ
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
も
で
き
る

か
も
し
れ
な
い
。

（
1
）
中
国
で
新
詩
が
初
め
て
発
表
さ
れ
た
の
は
、
一
九
一
七
年
二
月
、

『
新
青
年
』
二
巻
六
号
に
掲
載
さ
れ
た
胡
適
の
「
白
話
詩
八
首
」
と

　
さ
れ
る
。
そ
の
後
新
詩
は
、
新
文
化
運
動
の
高
ま
り
と
共
に
多
く
の

　
詩
人
に
よ
っ
て
試
み
ら
れ
、
一
九
二
〇
年
代
初
め
に
は
、
胡
適
『
嘗

　
試
集
』
（
一
九
二
〇
）
、
郭
沫
若
『
女
神
』
（
一
九
二
一
）
、
愈
平
白

　
『
冬
夜
』
（
二
九
二
二
）
等
、
個
人
詩
集
も
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

　
た
。
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（
2
）
　
泰
東
書
局
、
一
九
二
三
年
九
月

（
3
）
　
新
月
書
店
、
一
九
二
八
年
一
月

（
4
）
　
『
農
報
』
（
一
九
一
六
年
八
月
北
京
で
創
刊
、
一
九
二
八
年
六
月

　
停
刊
。
創
刊
時
は
『
農
鐘
報
』
、
一
九
一
八
年
十
二
月
に
改
称
）
の

　
副
刊
（
総
合
紙
の
紙
面
の
一
部
、
あ
る
い
は
別
刷
で
、
文
芸
・
社
会

　
等
を
専
門
に
扱
っ
た
も
の
）
と
し
て
は
、
す
で
に
一
九
一
九
年
二
月

　
に
新
思
想
や
文
芸
を
紹
介
す
る
『
農
報
副
刊
』
が
誕
生
し
て
い
る
。

　
『
詩
錯
』
は
詩
を
専
門
と
し
た
文
芸
副
刊
と
し
て
一
九
二
六
年
四
月

　
一
日
に
創
刊
さ
れ
、
六
月
十
日
の
停
刊
ま
で
週
間
で
十
一
号
発
行
さ

　
れ
た
。
一
九
二
五
年
十
月
よ
り
『
農
報
副
刊
』
の
編
集
を
担
当
し
て

　
い
た
徐
志
摩
に
、
聞
一
多
を
中
心
と
し
た
詩
人
グ
ル
ー
プ
が
協
カ
を

　
要
請
す
る
形
で
創
刊
さ
れ
、
徐
志
摩
、
聞
一
多
、
饒
孟
侃
が
編
集
を

　
担
当
し
た
。

（
5
）
　
作
晶
解
読
を
軽
視
し
マ
ク
回
な
文
学
論
を
重
視
し
て
き
た
従
来

　
の
傾
向
に
対
す
る
反
省
か
ら
、
作
品
分
析
を
申
心
と
し
た
”
解
詩

　
学
〃
の
必
要
性
も
唱
え
ら
れ
て
い
る
。
孫
玉
石
「
重
建
巾
国
現
代
解

　
詩
学
」
、
『
中
国
現
代
詩
導
読
』
（
北
京
大
学
出
版
社
、
一
九
九
〇
年

　
七
月
）
所
収
、
同
「
現
代
詩
人
的
玄
想
恩
惟
与
文
化
結
構
－
再
談

　
重
建
中
国
現
代
解
詩
学
」
、
『
中
国
現
代
文
学
研
究
叢
刊
』
一
九
九
四

　
年
三
期
。
聞
一
多
の
作
品
論
と
し
て
、
日
本
に
お
け
る
先
行
論
文
に

　
次
の
も
の
が
あ
る
。
佐
藤
普
美
子
「
聞
一
多
『
紅
燭
』
の
一
考
察

　
－
紅
豆
篇
に
つ
い
て
」
、
『
大
東
文
化
大
学
漢
学
会
誌
』
第
一
九
号
。

　
楠
原
俊
代
「
聞
一
多
『
死
水
』
試
論
（
一
）
（
二
）
（
三
）
」
、
『
同
志

　
社
外
国
語
研
究
』
第
二
九
号
、
第
＝
二
号
、
第
三
七
・
三
八
号
。

（
6
）
　
「
無
花
的
薔
薇
之
二
」
、
『
語
締
』
第
七
二
期
（
一
九
二
六
年
三

　
月
二
九
日
）
、
『
華
蓋
集
続
編
』
所
収
。

（
7
）
　
朱
自
清
「
中
国
新
文
学
体
系
・
詩
集
・
導
言
」
、
『
中
国
新
文
学

　
体
系
・
詩
集
』
所
収
。

（
8
）
主
要
テ
キ
ス
ト
と
し
て
次
の
も
の
が
あ
る
。
①
『
農
報
副
刊
』

　
第
ニ
ニ
七
〇
号
（
一
九
二
六
年
三
月
二
七
目
）
。
金
三
八
行
、
②

　
『
死
水
』
、
新
月
杳
店
、
一
九
二
八
年
一
月
－
上
海
書
店
、
一
九
八
八

　
年
一
月
（
一
九
二
九
年
四
月
再
版
の
影
印
）
。
全
二
八
行
、
以
下
同

　
じ
、
③
『
新
月
詩
選
』
、
新
月
書
店
、
一
九
＝
二
年
九
月
、
④
『
聞

　
一
多
全
集
』
、
（
旧
版
）
開
明
書
店
、
一
九
四
八
年
－
三
聯
書
店
、
一

　
九
八
二
年
八
月
、
（
新
版
）
湖
北
人
民
出
版
社
、
一
九
九
三
年
一
二

　
月
。
本
文
で
は
④
に
拠
っ
た
百

（
9
）
　
江
長
仁
編
『
＝
二
八
惨
案
資
料
歴
編
』
（
北
京
出
版
社
、
一
九

　
八
五
年
五
月
）
参
照
。

（
1
0
）
『
詩
錆
』
第
一
号
（
一
九
二
六
年
四
月
一
日
）

（
1
1
）
　
『
国
魂
周
刊
』
第
十
期
（
一
九
二
六
年
三
月
二
五
日
）

（
1
2
）
　
『
詩
鏑
』
第
一
号
（
一
九
二
六
年
四
月
一
日
）

（
1
3
）
　
梁
実
秋
へ
の
手
紙
。
『
聞
一
多
全
集
』
お
よ
ぴ
『
聞
一
多
書
信

　
選
集
』
（
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
八
六
年
一
月
）
所
収
。

（
M
）
　
梁
実
秋
、
熊
仏
西
へ
の
手
紙
。
注
（
1
3
）
所
掲
の
二
書
所
収
。

　
手
紙
に
目
付
は
な
い
が
、
『
聞
一
多
書
信
選
集
』
で
は
一
九
二
六
年

　
三
｛
四
月
頃
、
「
聞
一
多
先
生
年
譜
」
（
季
鎮
准
『
聞
朱
年
譜
』
、
清

　
華
大
学
出
版
社
、
一
九
八
六
年
八
月
、
所
収
）
で
は
同
年
三
月
末
と

　
す
る
。
い
ず
れ
も
、
聞
一
多
が
三
月
中
旬
以
降
「
天
安
門
」
等
を
制

　
作
し
て
い
る
こ
と
か
ら
の
推
定
と
思
わ
れ
る
。

（
1
5
）
　
こ
れ
よ
り
二
年
前
に
徐
志
摩
を
申
心
と
し
て
結
成
さ
れ
た
文
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芸
・
社
交
サ
ロ
ン
と
し
て
の
新
月
社
と
、
文
学
流
派
と
し
て
の
新
月

　
（
詩
）
派
と
は
区
別
し
て
考
え
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
よ
り
正
確
に
言
え

ば
新
月
派
と
新
月
詩
派
と
い
う
括
り
か
た
の
問
に
も
ず
れ
が
あ
る
が
、

　
小
論
で
は
後
に
新
月
派
と
称
せ
ら
れ
る
詩
人
グ
ル
ー
プ
と
い
う
ほ
ど

　
の
意
味
で
新
月
（
詩
）
派
と
記
し
て
い
る
。
な
お
藍
様
之
『
現
代
詩

的
惰
感
与
形
式
』
（
華
夏
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）
で
は
、
新
月

　
（
詩
）
派
の
出
発
点
と
言
え
る
『
詩
鏑
』
の
誕
生
を
聞
一
多
と
徐
志

　
摩
の
二
つ
の
才
能
の
出
会
い
、
あ
る
い
は
清
華
グ
ル
ー
プ
と
北
京
犬

　
学
グ
ル
ー
プ
の
結
合
と
見
る
。

（
1
6
）
　
『
詩
錆
』
創
刊
号
の
掲
載
作
品
は
次
の
通
り
。
徐
志
摩
「
詩
刊

　
弁
言
」
（
創
刊
詞
）
／
聞
一
多
「
文
芸
与
愛
国
－
紀
念
三
月
十
八
」

　
（
散
文
）
／
饒
孟
侃
「
天
安
門
」
（
詩
）
／
楊
世
恩
「
回
来
地
」
（
詩
）

　
／
嚢
先
文
「
回
去
！
」
（
詩
）
／
聞
一
多
「
歎
負
着
了
」
（
詩
）
／
徐

　
志
摩
「
梅
雪
争
春
」
（
詩
）
／
劉
夢
葦
「
寄
語
死
者
」
（
詩
）
／
干
廣

　
虞
「
不
要
閃
開
祢
明
媚
的
双
限
」
（
詩
）
／
劉
夢
葦
「
写
給
璃
麗
雅
」

　
（
詩
）
／
朱
湘
「
新
詩
評
（
一
）
」
（
評
論
）

（
〃
）
　
『
詩
鏑
』
第
七
号
（
一
九
二
六
年
五
月
二
二
日
）

（
1
8
）
　
拙
稿
「
聞
一
多
『
死
水
』
の
リ
ズ
ム
（
一
）
（
二
）
」
『
お
茶
の

　
水
女
子
大
学
中
国
文
学
会
報
』
第
十
一
号
（
一
九
九
二
年
四
月
）
、

　
第
十
二
号
（
一
九
九
三
年
四
月
）

（
1
9
）
主
要
テ
キ
ス
ト
と
し
て
次
の
も
の
が
あ
る
。
①
『
詩
鏑
』
第
三

　
号
（
一
九
二
六
年
四
月
一
五
目
）
②
『
死
水
』
新
月
書
店
、
一
九
二

　
八
年
一
月
－
上
海
書
店
、
一
九
八
八
年
一
月
（
一
九
二
九
年
四
月
再

　
版
の
影
印
）
、
③
『
新
月
詩
選
』
新
月
書
店
、
一
九
＝
二
年
九
月
、

　
④
『
聞
一
多
金
集
』
（
旧
版
）
開
明
書
店
、
一
九
四
八
年
－
三
聯
書

　
店
、
一
九
八
二
年
八
月
／
（
新
版
）
湖
北
人
民
出
版
社
、
一
九
九
三

　
年
一
二
月
。

（
2
0
）
主
要
テ
キ
ス
ト
と
し
て
次
の
も
の
が
あ
る
。
①
『
清
撃
周
刊
』

　
文
芸
増
刊
九
号
（
一
九
二
五
年
三
月
二
七
日
）
、
原
題
「
麹
露
詞

　
（
為
一
個
苦
命
的
天
折
的
少
女
而
作
）
」
、
②
『
京
報
副
刊
』
一
九
七

　
期
（
一
九
二
五
年
七
月
三
日
）
、
「
也
許
（
為
一
個
苦
命
的
天
折
的
少

　
女
而
作
）
」
と
改
題
、
③
『
死
水
』
、
「
也
許
（
葬
歌
）
」
と
改
題
、
④

　
『
新
月
詩
選
』
、
「
也
許
（
葬
歌
）
」
、
⑤
『
聞
一
多
全
集
』
、
「
也
許

　
－
葬
歌
」
。

（
2
1
）
　
饒
孟
侃
「
新
詩
話
（
一
）
」
、
『
詩
錆
』
第
八
号
（
一
九
二
六
年

　
五
月
二
〇
同
）

（
2
2
）
　
原
題
「
洗
衣
曲
」
、
『
現
代
評
論
』
第
二
巻
第
三
一
期
（
一
九
二

　
五
年
七
月
二
日
）
／
『
大
江
季
刊
』
第
一
巻
第
一
期
（
同
年
七
月

　
一
五
日
）
／
『
死
水
』
所
収
、
「
洗
衣
歌
」
と
改
題
。

（
2
3
）
『
農
報
副
刊
・
文
学
句
刊
』
第
六
五
号
（
一
九
二
五
年
三
月
二

　
五
日
）
／
『
死
水
』
所
収
。

（
2
4
）
　
執
筆
、
発
表
不
詳
。
『
死
水
』
所
収
。

（
2
5
）
『
時
事
新
報
・
学
灯
』
一
九
二
七
年
六
月
一
八
日
／
『
死
水
』

　
所
収
。

（
2
6
）
　
「
建
設
的
新
文
学
」
、
『
新
音
年
』
一
九
一
八
年
四
月

（
2
7
）
　
岩
佐
昌
障
「
中
国
文
学
の
中
の
人
カ
車
夫
」
、
『
文
明
の
ク
ロ
ス

　
ワ
ー
ド
ζ
畠
彗
目
六
…
争
巳
第
十
五
巻
第
三
号
（
一
九
九
七
年

　
七
月
一
五
目
）
に
は
、
初
め
て
人
カ
車
を
題
材
に
選
ん
だ
現
代
文
学

　
作
品
が
、
一
九
一
八
年
一
月
に
『
新
青
年
』
に
発
表
さ
れ
た
胡
適
と

　
沈
ヂ
黙
の
詩
で
あ
る
こ
と
等
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
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（
2
8
）
『
詩
錦
』
第
二
三
ハ
九
号
（
一
九
二
六
年
三
月
二
五
日
）
、
第
一

　
三
七
〇
号
（
同
年
三
月
二
七
日
）
、
第
二
二
七
一
号
（
同
年
三
月
二

　
九
目
）
、
第
二
＝
七
二
号
（
同
年
三
月
二
＝
日
）
の
四
回
に
わ
た
っ

　
て
連
載
。
文
末
に
二
五
〔
一
九
二
六
〕
年
二
月
十
五
日
、
ニ
ュ
ー

　
ヨ
ー
ク
L
と
あ
る
。

（
2
9
）
　
佐
藤
普
葵
子
「
聞
一
多
『
ラ
フ
ァ
エ
ロ
前
派
』
試
論
」
（
『
お
茶

　
の
水
女
子
大
学
中
国
文
学
会
報
』
第
十
三
号
、
一
九
九
四
年
四
月
）

　
参
照
。

（
3
0
）
　
「
三
・
一
八
」
を
前
提
に
し
た
二
篇
の
詩
「
天
安
門
」
「
歎
負
着

　
了
」
の
う
ち
、
「
歎
負
着
了
」
が
『
詩
鍋
』
創
刊
号
に
発
表
さ
れ
、

　
「
天
安
門
」
は
『
農
報
副
刊
』
へ
の
発
表
と
な
っ
た
こ
と
も
、
聞
一

　
多
あ
る
い
は
『
詩
鏑
』
創
刊
号
と
『
農
報
副
刊
』
の
双
方
の
主
編
を

　
務
め
る
徐
志
摩
の
こ
の
よ
う
な
計
算
が
あ
っ
た
と
考
え
れ
ぱ
納
得
し

　
や
す
い
よ
う
に
思
う
。
な
お
饒
孟
侃
も
「
三
・
一
八
」
を
題
材
に
し

　
た
詩
を
二
篇
薔
い
て
い
る
が
、
聞
一
多
の
詩
と
同
じ
題
名
の
「
天
安

　
門
」
は
『
詩
鏑
』
創
刊
号
に
、
「
三
月
十
八
」
は
『
農
報
副
刊
』
（
第

　
二
二
六
九
号
、
一
九
二
六
年
三
月
二
五
日
）
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
に
も
『
詩
鍋
』
と
『
展
報
副
刊
』
の
双
方
の
主
編
を
務
め
る
徐

　
志
摩
の
編
集
意
図
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

（
3
1
）
　
畝
兆
平
『
聞
一
多
美
学
恩
想
論
稿
』
、
上
海
文
芸
出
版
社
、
一

　
九
八
八
年

（
3
2
）
　
中
国
現
代
文
学
に
お
け
る
〃
鬼
”
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、

　
博
士
過
程
在
学
時
の
指
導
教
官
木
山
英
雄
氏
か
ら
、
ま
た
丸
尾
常
喜

　
氏
の
論
考
か
ら
多
く
の
示
唆
を
得
た
。
な
お
、
丸
尾
常
喜
『
魯
迅

　
1
「
人
」
「
鬼
」
の
葛
藤
』
（
岩
波
杳
店
、
一
九
九
三
年
二
一
月
）

　
は
、
「
人
の
世
に
『
地
獄
』
を
見
、
人
に
「
鬼
」
を
見
た
の
は
、
決

　
し
て
魯
迅
だ
け
で
は
な
い
。
『
鬼
が
人
と
な
る
』
と
い
う
テ
ー
マ
は
、

　
む
し
ろ
中
国
現
代
文
学
の
底
流
と
な
っ
て
い
る
基
本
的
テ
ー
マ
で
あ

　
ウ
た
と
さ
え
い
う
こ
と
が
で
き
る
L
（
二
六
六
壬
二
六
七
頁
）
と
述

　
べ
て
い
る
が
、
同
善
の
指
摘
す
る
よ
う
な
胡
適
が
楽
天
的
に
、
周
作

　
人
が
悲
観
的
に
、
魯
迅
が
内
省
的
に
抱
え
て
い
た
「
鬼
が
人
と
な

　
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
は
、
聞
一
多
の
中
に
は
見
出
し
に
く
い
か
も
し

　
れ
な
い
。
聞
一
多
に
は
、
「
天
安
門
」
の
他
に
も
〃
鬼
”
の
世
界
を

　
描
い
た
詩
と
し
て
「
夜
歌
」
（
執
筆
、
発
表
不
詳
。
『
死
水
』
所
収
）

　
が
あ
る
。
こ
れ
ら
二
篇
を
中
国
の
民
族
・
民
俗
的
〃
鬼
。
の
イ
メ
ー

　
ジ
、
あ
る
い
は
伝
統
文
学
に
お
け
る
〃
鬼
”
詩
と
の
関
連
の
中
で
論

　
じ
る
こ
と
も
可
能
か
と
恩
わ
れ
る
が
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
3
3
）
　
大
江
会
に
つ
い
て
は
、
楠
原
俊
代
「
ア
メ
リ
カ
留
挙
生
の
肖
像

　
　
大
江
会
同
人
を
め
ぐ
っ
七
－
同
（
続
）
」
、
竹
内
実
編
『
転
形
期

　
の
中
国
』
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
八
八
年
）
所
収
／

　
『
同
志
社
法
学
』
第
二
〇
〇
号
記
念
論
集
1
（
一
九
八
八
年
）
に
詳

　
し
㌧

二
牡
緒
焉
ヰ
H
醤

　
　
　
　
（
慶
感
義
塾
大
学
講
師
）
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